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研究成果の概要（和文）：日本語教育史は、歴史資料のデジタル化に伴い、多様な資料の利用が可能となり、新たな成
果が今後益々期待される分野である。本課題では、当分野への関心を促すために、前科研（課題名：日本語教育史テキ
スト作成に向けた基礎的研究）に続き、資料・研究情報を提供するホームページを立ち上げ、オンライン資料のほか、
研究テーマの具体例と先行研究に関する情報を掲載した。一連の情報の公開にあたり、中国人留学生の割合や中国国内
での需要も高いことから、中国語版も作成した。

研究成果の概要（英文）：Along with the digitization of historical documents, history of Japanese teaching 
is expected for more and more developed in future, with use a variety of materials. To take over the 
previous research topic :basic study for the text making the history of Japanese language teaching, this 
research was conducted in order to arouse an interest in this field, to launch a website to provide 
sources and research information, we posted information about the research theme and previous studies 
beside the online documentation. Upon disclose a series of information, since it is also high demand in 
the Chinese students and China, we provided a Chinese version.

研究分野：日本語教育史
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１． 研究開始当初の背景 
 
日本語教育が行われてきた時代や地域は

広範囲に渡り、そこには数々の史実が眠って

いる。こうした史実から得られる知見は、今

日の課題に示唆を与え、有意義な議論に発展

することもしばしばある。しかし、日本語教

育史という科目の開講状況から判断し、関係

者の間でその意義が共有されているとは言

い難い。こうした状況に対処すべく、『日本

語教育史テキスト作成に向けた基礎的研究』

（課題番号 12520531平成 21年度～平成 23

年度）では、有史以来の日本語学習の史実に

ついて、どのような切り口からどのような知

見が得られるのか、また、日本のみではなく

海外の学習者の視点を取り入れ、ともに学ん

でいくためには、どのような視点が必要なの

かといった点について議論した。この議論を

踏まえて、クラスでの使用を想定したテキス

ト（小冊子）『日本語をめぐる国際交流史』

を作成した。しかし、当分野の専門家は多い

とは言い難く、また、担当教員がすべての地

域や時代を扱えるわけではないという状況

を考慮し、留学生を含む、若い学生たちの多

様な関心に応えつつ、当分野を輪郭や意義を

広く伝えるためには、テキストの作成に加え、

自ら先行研究を読み解き、あらたな歴史資料

を用いて自律的に研究がすすめられるしく

みをウエブ上に構築することが必要だと考

えるに至った。 
 

 
２．研究の目的 
 
歴史資料のデジタル化とウエブ上での公

開が急速に進んでいる。こうした歴史資料に

直接触れることは、当分野への関心を高める

ことにもつながる。新しい研究への萌芽を刺

激し、個々が自律的に取り組むしくみを作る

ために、その糸口として、資料情報とともに、

研究テーマや先行研究に関する情報の提

供・公開を行いながら日本語教育史の輪郭を

示す。一方で、日本資料の保存や公開をテー

マとした専門会議（European， Association 

of Japanese Resource Specialists，2012年

ベルリン、2013 年パリで開催）に参加し、

海外の最新情報の収集を兼ね、自身の研究成

果を発信し、海外ネットワークの中で相互の

情報交換を行う。 
 
３． 研究の方法 

 
『日本語教育・学習史のホームページ』に

掲載するコンテンツは、次のような手順で作

成した。2012年度から 2014年度に担当した

授業（日本語教育史をテーマとする）におい

て、テキスト（小冊子『日本語をめぐる国際

交流史』）の流れに沿って、受講生が取り組

む課題（史実を追究するテーマ、時代を超え

て言語教育一般についての考察を促すテー

マ）と資料情報を提示した。また、史実をウ

エブ上のデジタル資料（データベース、ウエ

ブ展など）にアクセスして確認する作業も課

した。これらの授業での試行からコンテンツ

を選択し、中国語版も作成した。さらに、「コ

トバ」第 2期（1939年 10月～1950年 2月、

国語文化研究所による海外への日本語普及、

日本語教育の関連情報を掲載した日本語教

育史研究の基礎資料）の冊子を作成するとと

もに、電子データ化した。本資料も、データ

ベースの一つとして、ホームページに掲載し

た。 
 

 
４． 研究成果 

 
『日本語教育・学習史のホームページ』の

主なコンテンツは、１．資料 ２．研究テー

マと文献 の紹介である。２．に関しては、

国内外から当該分野の研究に積極的に取り

組めるよう次の観点を重視した。１）日本と

ともに、海外（学習者・推進者）の視点も含

めること、２）海外資料に基づいた研究成果

や関連領域（文化交流史、各国の日本研究史、



植民地研究史、キリスト教史研究、海外の中

国研究史など）の成果も先行研究として積極

的に取り入れること、３）対外交流を支えて

きた通訳の活動、日本語学習の需要を創出し

た社会背景、また、日本語学習から派生した

交流もその範囲とし、より多くの関心を取り

込むこと、である。授業では、これらの課題

に取り組んだことにより、今日の言語教育や

国際交流の理念を考えるためのヒントが得

られたとの肯定的なコメントが寄せられた。

一方、報告者ら自らも、国内外の関連分野で

のこれまでの研究発信を下記５．のように行

った。 
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